
平成 30 年度 第 2回定例役員会 議事録

庄戸一丁目 町 会

会長 射場 潔

文責 仲野 彰彦

○日 時： 平成 30 年 6 月 3 日（日）11:00～12：00

○場 所： コミュニティハウス（旧庄戸中学校）

【役員】出席者：射場 大野 佐藤 片寄 大村 肥田 四十万 佐々木 木村 高橋 内藤

大西 林 武林 相羽 井須 三箇 鈴木 朝比奈

欠席者：仲野

１．報告、連絡事項（会長）

・上郷東地区社会福祉協議会の会費納入の件、予算通りに計上。

・庄戸夏祭り負担金納入の件、予算通りに計上。

・日赤活動資金の件、参考資料上の合計 48,952 円、予算 50,000 円から計上。

・総務省統計局「平成 30 年度住宅土地統計調査及び調査員推薦」について

1 班１，２，３地区合計 57 戸の中から 17 戸（9 月頃決定）。事前に 57 戸に連絡（チラシ）がいく。その後

抽出された 17 戸に別途連絡される。インターネットで回答もしくは郵送、調査員回収で調査される。

・平成 31 年度予定の「自治町内会館整備補助金」申請については会長が 5 町会で協議する。

・庄戸夏祭りボランティア募集が回覧される。

２．回覧板の回数低減について（会長）（別紙資料【１】参照）

「定期回覧」と「臨時回覧」に区分。「町会の立場、公共性」を基準にして判断する。

定期回覧は 5 日，15 日，25 日の 3 回とする。⇒承認

臨時回覧は 1 枚でも回覧するか？ 次回定期回覧日まで待てないと判断された場合は 1枚でも回覧する。

臨時回覧は何度でもするのか？ 急を要すると判断された場合は回覧する。

３．災害発生時の「要援護者」「要支援者」避難対応の考え方（会長）（別紙資料【２】参照）

■災害時における具体的対策（案）

1 「異常連絡ボランティア」と「避難誘導ボランティア」の募集 ⇒ 承認

ボランティアの活動は災害発生時のみ。発災から 60 分程度を想定。

自分及び家族が優先であるが、余力があれば活動をお願いしたい。

②「避難誘導対象者マップ」の作製 ⇒ 承認

最大の懸案は「個人情報の保護及び防犯問題」と「災害時の避難誘導支援効率」のバランス。

マップは、「要援護・要支援の理由の記載は皆無。町会地図上に所在地を記入しただけ」のもの。

マップは「個人情報保護シール」を貼ってから.封筒に入れて「密封」。災害発生時のみ開封する。

４．災害発生時の避難の流れ（会長）

別紙資料【２】参照

５．災害時、要支援者と健常者に共通の課題（会長）

別紙資料【３】参照



６．見守りの会、掲示板について（副会長 B）

・掲示板について（総務副部長より）

現在の掲示板が一部破損しているため補修しながら使用している。

掲示板を一基増設してほしい。

７．敬老祝い品の贈呈について（副会長 B）

７月３１日までに７５歳以上の方の名簿を作成して祝い品の発注の準備をしたい。

８．夏祭りの会場など役割分担について（文化体育部長）

８月１１日（土）16:00～ 荒天時中止

今年の１丁目の担当は「企画」

ボランティア人数

10 日 3 名

11 日 14 名

12 日 6 名 合計 23 名

大体の分担決定。8.9 月地区委員にも依頼することとする。

９．町会ホームページのテスト運用開始について（会長）

6月 1日に公開済み。グーグル、ヤフー等の検索欄に「shodo1ch.com」か「庄戸一丁目町会」と入力。

会場のテレビにホームページ画面を出して概要説明。「健康応援サイト」と「町会情報サイト」の 2 本立て。

10．同上の活用のための取り組み方について

技術的な的なことは会長が行う。サイトの読者側から掲載希望情報や活用のためのアイデアを募集したい。

「町会情報サイト」は、町会役員が個別にメールで情報を投稿できる仕組みになっている。

11．その他

１）「見守りの会」バーベキュー大会について

５月３１日 第１回懇親会実施、１５名参加（一般参加１０名） 平日開催にため例年より若干少ない参加

数。小雨の為屋内バーベキュー

次回の懇親会７月８日 「キーボードで歌いましょう」

庄戸１丁目全員に連絡、参加数がまだ少ない。災害時において顔見知りであることは重要。多くの参加を期

待したい。

２）バス委員会について（防犯副部長）

三丁目北バス停近くの 3戸は乗降客のマナーの悪さに困っている。他のバス停は住宅に近接していない。

バス委員会はバス停協力者と連絡を密にし、今後も対応する。

３）防災訓練は 12 月に実施予定（防災副部長）

４）グランドゴルフ大会 6 月 17 日実施 （スポーツ推進委員）

以上。


